











































































































































































































































































































































ムでは「評価可能性アセスメント(evaluabi l i ty
assessment)」を、まず最初に行う必要があり、「評
価可能性」の低いプログラムについては、実証的
なプログラム評価調査の結果以上に研究者が独自
にプログラム理論の作成を進め、効果モデルを構
築する必要性があると考えられます。
　以上で報告を終わります。ありがとうございま
した。
児童虐待の援助のあり方についての考察
～平成 18年に死亡した事例の分析をとおして～
宮　島　　　清　
　次に、宮島清先生の「児童虐待の援助のあり方
についての考察～平成18年度に死亡した事例の分
析を通して～」ということで、昨年度の共同研究
事業の中で行われたものです。よろしくお願いし
ます。
宮島　宮島です。よろしくお願いします。大島先
生の報告は、とても規模の大きいものですが、私
の研究は非常にちまちましたところで、逆にそう
いうところを狙っていくのが私の役割かと思いま
す。私は、もともと現場で実践してきて、今は専
門職大学院で実務者教員として働いています。
　まず、児童虐待を考えるときに、「とんでもない
ことをするひどい親だな」、「無責任な親だな」と
理解されることが多いと考えています。その親の
過酷な、あるいは無責任な行動によって辱められ、
痛め付けられ、非常に厳しいところを通らされて
いるかわいそうな子ども。そのような状況があり
ながら、「動かない行政」があるという構造で児童
虐待は語られてきました。
　大体、マスコミの報道によってさまざまな動き
が出てきたことから、こういう傾向が出てきてい
るのではないかと思います。マスコミの果たした
役割は、非常に大きなものがありますが、それ故
に「偏ったものが出てきているのではないか」と
いうのが、私の問題意識になっています。
　今の児童虐待防止法は平成 12年にできました
が、戦前の昭和 8年にも旧法として児童虐待防止
法ができました。このときも明治の終わりから、
大正、昭和の頭にかけて、さまざまな虐待があり、
それが新聞に報道されました。その報道の結果、
世論が非常に盛り上がって、「児童保護が必要だ」
という問題意識が出て旧法ができました。
　全く同じような流れによって、昭和の初めにで
きた法律と平成にできた法律には共通点がありま
す。ただ、それ故にさまざまな偏りとゆがみが生
じているところがあるのではないか。市民に求め
られるものは、発見であり、通告であり、「行政に
言うけれども、行政がきちんと動かないのは、と
んでもないぞ」という声が基本的なパターンに
なっています。
　最近読んだ本に、江戸時代の「捨て子」の本が
あります。それによると、江戸時代は、捨てた親
よりも、見つけたにもかかわらず何の手立てもし
なかった一般の人のほうが、量刑が重いという研
究もされています。現代においては、市民として、
隣人として責任を持って初期対応するというより
も、すべてを「通告」ということで、そういった
やるべきことを置き換えているという傾向がある
